
1

り
災
証
明
書
の
交
付生

活
安
全
課

　
東
日
本
大
震
災
で
被
害
に
あ
わ

れ
た
市
民
の
皆
様
か
ら
の
「
り
災

証
明
」
の
交
付
申
請
を
受
付
い
た

し
ま
す
。

　「
り
災
証
明
」
と
は
、
災
害
に

よ
り
住
家
な
ど
が
破
損
し
た
場

合
、
そ
の
程
度
を
証
明
す
る
も
の

で
、
税
の
減
免
・
保
険
な
ど
の
支

払
い
を
受
け
る
た
め
に
、
ご
自
分

の
住
家
な
ど
の
被
害
を
公
的
に
証

明
す
る
も
の
で
す
。

　
り
災
証
明
の
申
請
を
さ
れ
る

と
、
市
に
よ
る
審
査
後
、
り
災
証

明
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
先
／
総
合
窓
口
課（
岩
瀬
・

大
和
・
真
壁
庁
舎
）

■
必
要
書
類
／
被
災
箇
所
が
わ
か

る
写
真
（
全
体
と
細
部
）
お
よ
び

位
置
図

被
災
状
況
写
真

・��

被
災
家
屋
の
全
景
・
正
面
・
側

面
・
背
面
が
必
要
で
す
。（
被

災
建
物
の
識
別
が
区
別
で
き
る

よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。）

・�

被
災
箇
所
ご
と
に
、
１
枚
以
上

�
（
屋
根
、外
壁
、内
壁
、設
備
な
ど
）

・�

建
物
平
面
図
に
被
災
箇
所
の
説

明
を
記
入

例
／�

屋
根
瓦
の
破
損
・
外
壁
の

は
く
離
・
亀
裂
・
基
礎
の
破

損
な
ど

■

問

合

先

／

生

活

安

全

課

（

☎

58-

５

１

１

１
・

75-

３
１
１
１
代
表
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

り
災
証
明
書
の
交
付
（
中
小

企
業
の
皆
様
）

商
工
観
光
課

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
桜
川
市

内
の
主
要
な
事
業
用
資
産
に
被
害

を
受
け
た
中
小
企
業
の
皆
様
な
ど

に
対
し
、「
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
特
別
対
策
融
資
制
度
」
に
と

も
な
う
、
り
災
証
明
書
を
交
付
い

た
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
中
小
企
業
者
／
同

震
災
に
よ
り
、
市
内
に
あ
る
中
小

企
業
の
皆
様
な
ど
が
次
の
よ
う
な

直
接
被
害
を
受
け
、
再
建
の
た
め

に
融
資
な
ど
を
利
用
す
る
方

・�

主
要
な
事
業
用
資
産
／
使
用
不

可
の
設
備
、
機
械
な
ど

■
受
付
・
交
付
場
所
／
商
工
観
光

課
（
真
壁
庁
舎
） 

８
時
30
分
～
17

時
15
分

■
必
要
書
類

・�

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
り
災

証
明
書
交
付
申
請
書

・�

被
害
状
況
が
分
か
る
写
真
（
全

体
と
細
部
）・
被
災
箇
所
が
分

り
災
証
明
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東日本大震災
関連情報
　今回の東日本大震災により、被災された市民の皆様

に心よりお見舞い申し上げます。

　また、このような状況下にもかかわらず、復旧作業

などにご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。

　今月号では、増ページで震災に関連しての生活情報

をお知らせいたします。
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か
る
位
置
図

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
（
☎
58

-
５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
３
１
５
３
）

地
震
災
害
廃
棄
物
の
収
集
期

間
の
延
長

環
境
対
策
課

　
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災
害
廃

棄
物
の
処
分
に
つ
き
ま
し
て
、
期

間
を
延
長
し
て
無
料
収
集
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

瓦
、石
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
な
ど

■
期
限
／
4
月
25
日
（
月
）
ま
で

（
土
・
日
曜
に
か
か
わ
ら
ず
毎
日

実
施
）

■
時
間
／
８
時
30
分
～
17
時
　

■
場
所

・�

岩
瀬
地
区
／
東
桜
川
2
丁
目 

調
整
池
（
桜
川
沿
い
）

※
雨
天
時
は
、
搬
入
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

・�

大
和
地
区
／
大
和
中
学
校 

跡
地

・�

真
壁
地
区
／
桃
山
中
学
校 

跡
地

瓦
、
石
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
な

ど
以
外
の
も
の

■
期
限
／
4
月
25
日
（
月
）
ま
で

（
土
・
日
曜
に
か
か
わ
ら
ず
毎
日

実
施
）

■
時
間
／
８
時
30
分
～
17
時
　

■
場
所
／
岩
瀬
じ
ん
芥
処
理
場

（
長
方
地
区
・
粗
大
ご
み
搬
入
会

場
）

■
対
象
品
目
／
災
害
に
よ
り
破
損

し
た
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象

品
目
（
パ
ソ
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
冷

凍
庫
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
・

テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
な
ど
）
以
外

の
も
の
お
よ
び
家
具
・
ガ
ラ
ス
・

陶
器
類
な
ど

※
搬
入
に
際
し
ま
し
て
は
、
分
別

持
込
を
し
て
い
た
だ
き
、
係
員
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

一
般
家
庭
ご
み
の
収
集
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
内
全
域
通
常
日
程
ど

お
り
収
集
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
環
境
対
策
課
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）●

　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

金
の
減
免

水
道
課
・
下
水
道
課

水
道
基
本
料
金
の
減
免

（
申
請
不
要
）

　
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
断
水
に

よ
る
基
本
料
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、平
成
23
年
４
月
納
期
分
（
２
・

３
月
分
）
に
つ
い
て
、
３
月
分
の

基
本
料
金
を
１
／
２
減
免
い
た
し

ま
す
。

例
／�

３
月
分
基
本
料
金
（
口
径
13

ミ
リ
・
20
ミ
リ
の
場
合
）

　
　
２,
３
１
０
円
／
月

　
　
↓
１,
１
５
５
円（
減
免
額
）

水
道
使
用
料
金
の
減
免

（
要
申
請
）

　
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
宅
内
漏

水
に
よ
る
使
用
料
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、
直
前
の
納
期
５
期
（
平
成

22
年
10
・
11
月
分
）
と
６
期
（
12

月
、
平
成
23
年
１
月
分
）
の
平
均

使
用
水
量
超
過
分
を
減
免
い
た
し

ま
す
。

■
減
免
の
手
続
き

・
申
請
期
限
／
４
月
28
日
（
木
）

・�

申
請
先
／
水
道
課
（
真
壁
庁

舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

岩
瀬
庁
舎 

）

・�

持
参
品
／
漏
水
修
理
の
領
収

書
・
通
帳
・
印
鑑

■

問

合

先

／

水

道

課
（

☎

０
２
９
６-

55-

３
１
１
２
（
直

通
））

下
水
道
使
用
料
金
（
公
共
下
水

道
・
農
業
集
落
排
水
・
市
設
置

型
浄
化
槽
）
の
減
免

　
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
断
水
に

よ
る
使
用
料
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、平
成
23
年
４
月
納
期
分
（
２
・

３
月
分
）
に
つ
い
て
、
３
月
分
の

基
本
料
金
を
１
／
２
減
免
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
公
共
下
水
道
使
用

料
の
超
過
料
金
に
つ
き
ま
し
て

50
％
未
満

・�

建
物
の
主
要
な
構
成
要
素
の
経

済
的
被
害
の
住
家
に
占
め
る
割

合
が
20
％
以
上
40
％
未
満

■
一
部
損
壊

　
半
壊
に
至
ら
な
い
程
度
の
住
家

の
破
損
で
、
補
修
を
必
要
と
す
る

も
の

・�

建
物
の
損
壊
、
焼
失
、
流
失
し

た
部
分
の
床
面
積
の
延
床
面
積

に
占
め
る
割
合
が
20
％
未
満

・�

建
物
の
主
要
な
構
成
要
素
の
経

済
的
被
害
の
住
家
に
占
め
る
割

合
が
20
％
未
満

［
参
考
事
例
］
半
壊
（
建
物
の
損

壊
20
％
）
の
損
壊
程
度
と
は
、
屋

根
が
ほ
と
ん
ど
損
壊
・
落
下
し
、

壁
（
外
壁
・
内
壁
）
が
半
分
以
上

崩
壊
し
、
柱
に
は
亀
裂
や
損
傷
が

あ
る
状
態
と
な
り
ま
す
。
屋
根

（
瓦
）が
破
損
・
落
下
し
た
場
合
は
、

損
壊
10
％
以
下
と
な
り
ま
す
。

【
支
援
金
の
額
】

　
支
給
額
は
、
次
の
支
援
金
の
合

計
額
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
単
身

世
帯
の
場
合
は
、
該
当
金
額
の
３

／
４
の
額
に
な
り
ま
す
。

■
住
宅
の
被
害
程
度
に
応
じ
て
支

給
す
る
支
援
金
（
基
礎
支
援
金
）

・
全
壊
／
１
０
０
万
円

・
解
体
／
１
０
０
万
円

・
長
期
避
難
／
１
０
０
万
円

・
大
規
模
半
壊
／
50
万
円

■
住
宅
の
再
建
方
法
に
応
じ
て
支

給
す
る
支
援
金
（
加
算
支
援
金
）

・
建
設
・
購
入
／
２
０
０
万
円

・
補
修
／
１
０
０
万
円

・�

賃
借
（
公
営
住
宅
以
外
）
／ 

50
万
円

■
提
出
先
／
社
会
福
祉
課
（
岩
瀬

庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
真
壁
庁

舎
）、
都
市
整
備
課
（
大
和
庁
舎
）

■
問
合
先
／
社
会
福
祉
課
、
都

市
整
備
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・

75-

３
１
１
１
代
表
）

災
害
見
舞
金
の
支
給

■
茨
城
県
災
害
見
舞
金
制
度

　
被
災
者
生
活
支
援
制
度
の
対
象

と
な
ら
な
い
「
住
宅
が
半
壊
の
世

帯
」
に
対
し
て
、
見
舞
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

・�

対
象
被
害
お
よ
び
支
給
額
／
住

宅
の
半
壊 

３
万
円

・�

申
請
方
法
／
り
災
証
明
に
お
い

て
、
住
宅
が
「
半
壊
」
の
判
定

を
受
け
た
方
は
、
見
舞
金
の
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
桜
川
市
災
害
見
舞
金
制
度

　
桜
川
市
災
害
見
舞
金
支
給
要
領

に
基
づ
き
、
見
舞
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

・�

対
象
被
害
お
よ
び
支
給
額
／
住

宅
の
全
壊 

２
万
円
、
住
宅
の

半
壊 

１
万
円

・�

申
請
方
法
／
り
災
証
明
に
お
い

　
な
お
、「
半
壊
」
以
上
の
り
災

証
明
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
現
地

調
査
を
行
っ
た
う
え
で
証
明
書
を

交
付
い
た
し
ま
す
。

【
内
閣
府
指
針
に
よ
る
建
物
の
被

害
区
分
】

■
全
壊

　
建
て
直
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
態

・�

建
物
の
損
壊
、
焼
失
、
流
失
し

た
部
分
の
床
面
積
の
延
床
面
積

に
占
め
る
割
合
が
70
％
以
上

・�

建
物
の
主
要
な
構
成
要
素
の
経

済
的
被
害
の
住
家
に
占
め
る
割

合
が
50
％
以
上

■
大
規
模
半
壊

　
ほ
ぼ
全
壊
に
近
い
状
態
で
、
全

面
的
な
補
強
や
補
修
を
し
な
け
れ

ば
住
む
の
が
困
難
な
状
態

・�

建
物
の
損
壊
、
焼
失
、
流
失
し

た
部
分
の
床
面
積
の
延
床
面
積

に
占
め
る
割
合
が
50
％
以
上

70
％
未
満

・�

建
物
の
主
要
な
構
成
要
素
の
経

済
的
被
害
の
住
家
に
占
め
る
割

合
が
40
％
以
上
50
％
未
満

■
半
壊

　
住
家
の
損
壊
が
甚
大
で
、
大
掛

か
り
な
補
強
や
補
修
を
し
な
け
れ

ば
元
通
り
に
な
ら
な
い
状
態

・�

建
物
の
損
壊
、
焼
失
、
流
失
し

た
部
分
の
床
面
積
の
延
床
面
積

に
占
め
る
割
合
が
20
％
以
上

は
、
水
道
使
用
料
の
減
免
に
準
じ

て
算
定
い
た
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
、
下
水
道
課
で
の
手

続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
先
／
下
水
道
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
３
２
７
３
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

住
宅
等
災
害
支
援
制
度

社
会
福
祉
課
・
都
市
整
備
課

被
災
者
支
援
生
活
制
度
に
よ
る

支
援
金
の
支
給

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、「
住

宅
」
が
全
壊
し
た
世
帯
、
大
規
模

半
壊
し
た
世
帯
な
ど
に
対
し
、
住

宅
の
被
害
の
程
度
に
応
じ
た
基
礎

支
援
金
お
よ
び
住
宅
の
再
建
方
法

に
応
じ
た
加
算
支
援
金
が
、
財
団

法
人 

都
道
府
県
会
館
か
ら
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
申
請
方
法
】

　
各
庁
舎
の
総
合
窓
口
課
で
「
り

災
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
り
災
証
明
に
お
い
て
、

住
宅
が
、「
全
壊
」・「
大
規
模
半
壊
」

の
判
定
を
受
け
た
場
合
、
ま
た
は

「
半
壊
」
の
判
定
で
も
、
住
宅
を

解
体
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
や
む

を
得
な
い
事
由
が
あ
る
場
合
で
、

支
援
金
の
支
給
を
受
け
た
い
方

は
、
支
援
金
支
給
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

て
、住
宅
が
「
全
壊
」
ま
た
は
「
半

壊
」
の
判
定
を
受
け
た
方
は
、

見
舞
金
の
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
提
出
先
／
社
会
福
祉
課
（
岩
瀬

庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
真
壁
庁

舎
）、
都
市
整
備
課
（
大
和
庁
舎
）

■

問

合

先

／

社

会

福

祉

課

（

☎

58-

５

１

１

１
・

75-

３
１
１
１
代
表
）

そ
の
他
の
支
援
制
度

【
独
立
行
政
法
人 

住
宅
支
援
機
構

に
よ
る
災
害
復
興
住
宅
融
資
】

■
問
合
先
／
（
独
）
住
宅
金
融
支

援
機
構
（
☎
０
３-

５
８
０
０-

８
４
６
８
）

【
中
央
労
働
金
庫
に
よ
る
緊
急
特

別
融
資
制
度
】

・�

無
担
保
５
０
０
万
円
以
内
、
有

担
保
５,
０
０
０
万
円
以
内

■
問
合
先
／
中
央
労
働
金
庫
下
館

支

店
（

☎

０

２

９

６-

24-

５
２
２
１
）

【
住
ま
い
の
相
談
会
（
３
月
26
日

～
４
月
30
日
の
毎
週
土
曜
日
）】

・�

場
所
・
時
間 

（
財
）
茨
城
県
建

築
セ
ン
タ
ー 

10
時
～
16
時

■
問
合
先
／
（
財
）
茨
城
県
建
築

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
９-

３
０
５

-

７
３
０
０
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

農
業
者
の
皆
様
へ

農
林
課

農
畜
産
物
の
補
償

　
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
出
荷
制

限
や
風
評
被
害
に
あ
わ
れ
た
農
業

者
の
皆
様
に
は
、
賠
償
請
求
の
た

め
に
現
段
階
で
次
の
よ
う
な
準
備

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
補
償
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
必
要
に
な
り
ま

す
。

　
な
お
、
今
回
の
補
償
は
、
原
子

力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
き
判
断
さ
れ
ま
す
。

■
賠
償
の
準
備

・�

各
種
資
材
な
ど
の
領
収
書
や
購

入
伝
票

・�

収
穫
で
き
な
か
っ
た
農
作
物
の

数
量
を
明
ら
か
に
で
き
る
作
業

日
誌
な
ど

・�

被
害
に
あ
っ
た
農
畜
産
物
に
係

る
過
去
の
生
産
量
の
記
録
、
納

品
台
帳
な
ど

・
家
畜
の
能
力
を
示
す
証
明
書

・
納
税
関
係
書
類

・
現
況
の
写
真

■
農
畜
産
物
の
廃
棄

・�

現
時
点
に
お
い
て
は
放
射
能
レ

ベ
ル
が
明
確
で
な
い
も
の
も
あ

り
、
不
要
な
拡
散
を
避
け
る
た

め
に
、
す
き
こ
み
、
お
よ
び
焼

却
は
望
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

・�

す
で
に
刈
り
取
っ
た
も
の
は
農

地
の
限
定
さ
れ
た
一
部
に
野
積

に
す
る
な
ど
、
１
箇
所
に
集
め

て
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

ま
だ
刈
り
取
っ
て
い
な
い
も
の

は
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
く
だ

さ
い
。

・�

原
乳
に
つ
い
て
は
自
己
所
有
地

に
集
中
的
に
埋
設
し
て
く
だ
さ

い
。

災
害
復
旧
の
た
め
の
資
金

　
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
被
害
に

あ
わ
れ
た
農
業
者
の
方
が
利
用
で

き
る
制
度
資
金
に
つ
い
て
は
、
融

資
機
関
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
融
資
機
関
／
日
本
政
策
金
融
公

庫 

水
戸
支
店
（
☎
０
２
９-

２
３
２-

３
６
２
３
、
Ｊ
Ａ
茨
城

中
央
金
融
共
済
部
金
融
課
（
☎

０
２
９-

74-

４
７
０
６
）

■
そ
の
他
／
今
後
も
国
や
県
の
情

報
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
農
林
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
３
１
６
１
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

中
小
企
業
の
皆
様
へ
特
別
対

策
融
資
（
設
備
資
金
・
運
転

資
金
）
の
相
談
・
受
付

桜
川
市
商
工
会

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
生
じ

た
損
害
（
事
業
所
お
よ
び
設
備
な

ど
の
一
部
損
壊
含
む
）
復
旧
の
た

め
の
特
別
融
資
に
対
す
る
相
談
・

受
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
桜
川
市

支
援
・
補
償
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商
工
会
各
事
務
所
で
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

※
総
合
窓
口
課
で
交
付
す
る
、
り

災
証
明
（
被
災
建
物
）
と
商
工
観

光
課
で
交
付
す
る
、
り
災
証
明
書

（
建
物
以
外
）
の
添
付
が
必
要
な

も
の
も
あ
り
ま
す
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
商
工
会
（
☎

０
２
９
６-

76-

１
８
０
０
代

表
）、
商
工
観
光
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

雇
用
保
険
失
業
給
付
の
特
例

措
置
お
よ
び
雇
用
調
整
助
成

金

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
筑
西

雇
用
保
険
失
業
給
付
の

特
例
措
置

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
事
業

所
が
休
止
・
廃
止
し
た
た
め
に
休

業
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
賃
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ

る
方
に
つ
い
て
、
実
際
に
離
職
し

て
い
な
く
と
も
失
業
給
付
（
雇
用

保
険
の
基
本
手
当
）
を
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
失
業
給
付
は
、
雇
用
保
険
に
６

か
月
以
上
加
入
し
て
い
る
な
ど
の

要
件
を
満
た
す
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

■
留
意
事
項
／
働
い
て
い
る
事
業

所
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
「
休
業
証

【
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
て
い

る
被
災
地
域
の
住
民
で
あ
り
、
次

の
申
し
立
て
を
行
っ
た
方
（
※
地

震
発
生
後
、
被
災
地
域
か
ら
ほ
か

の
市
町
村
に
転
出
さ
れ
た
方
も
対

象
と
な
り
ま
す
。）】

・�

住
宅
が
全
半
壊
、
全
半
焼
ま
た

は
こ
れ
に
準
ず
る
被
災
を
し
た

方
・�

主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
し

た
り
、
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た

方
・�

主
た
る
生
計
維
持
者
が
行
方
不

明
で
あ
る
方

・�

主
た
る
生
計
維
持
者
が
業
務
を

廃
止
・
休
止
し
た
方

・�

主
た
る
生
計
維
持
者
が
失
職

し
、
現
在
収
入
が
な
い
方

・�

福
島
第
１
・
第
２
原
発
の
事
故

に
伴
い
政
府
の
避
難
指
示
・
屋

内
退
避
指
示
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
方
（
福
島
第
１
原
発
か
ら

半
径
30
キ
ロ
圏
内
）

　
ま
た
、
該
当
す
る
方
の
窓
口
負

担
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
改
め
て

市
町
村
、
協
会
け
ん
ぽ
、
健
保
組

合
な
ど
の
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療

保
険
に
お
い
て
、
減
免
ま
た
は
徴

収
の
猶
予
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
医
療
機
関
で
は
、
申
し
立
て
を

し
た
方
の
氏
名
・
生
年
月
日
、
事

業
所
名
・
住
所
、
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
、
連
絡
先
な
ど
を
聞
き

明
書
（
通
常
の
離
職
証
明
書
と
同

様
の
様
式
）」
を
提
出
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
来
庁
さ
れ
る
際
に
、
事
業
主
か

ら
交
付
さ
れ
る
「
休
業
票
」
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

雇
用
調
整
助
成
金

　
雇
用
調
整
助
成
金
（
中
小
企
業

緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
を
含
む
。）

は
、
経
済
上
の
理
由
に
よ
り
事
業

活
動
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

事
業
主
が
、
従
業
員
の
雇
用
を
維

持
す
る
た
め
に
、
一
時
的
に
休
業

等
を
行
っ
た
場
合
、
当
該
休
業
等

に
係
る
休
業
手
当
相
当
額
等
の
一

部
（
中
小
企
業
で
原
則
８
割
）
を

助
成
す
る
制
度
で
す
。

　
本
助
成
金
は
、
東
日
本
大
震
災

の
被
害
に
伴
う「
経
済
上
の
理
由
」

で
事
業
活
動
が
縮
小
し
た
場
合
に

つ
い
て
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
場
合
、
雇
用

の
維
持
に
取
り
組
む
事
業
主
の
皆

様
を
よ
り
迅
速
に
支
援
で
き
る
よ

う
、
支
給
要
件
の
緩
和
も
行
っ
て

い
ま
す
。

■
問
合
先
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
筑
西

（
☎
０
２
９
６-

22-

２
１
８
８
）

取
っ
て
カ
ル
テ
に
記
録
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
十
分
で
す
。
り
災
証
明

書
な
ど
を
求
め
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
問
合
先
／
厚
生
労
働
省
保
険
局

総
務
課
（
☎
０
３-

３
５
９
５-

２
５
５
０
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

生
活
福
祉
資
金(

福
祉
資
金

「
緊
急
小
口
資
金
」)

の
特
例

貸
付

桜
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
一
時

的
に
生
活
に
お
困
り
の
方
に
、

10
万
円
を
限
度
に
資
金
の
貸
付
を

い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
貸
付
制
度
で
す
の

で
返
済
義
務
が
あ
り
ま
す
。
給
付

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
審
査
が
あ
り
ま
す
の
で
、
誰
で

も
借
り
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
他
法
・
他
制
度
が
優
先
と
な
り

ま
す
の
で
、
ほ
か
の
公
的
な
制
度

を
利
用
で
き
な
い
方
お
よ
び
民
間

金
融
機
関
な
ど
で
融
資
を
受
け
ら

れ
な
い
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
貸
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
経
費

・�

屋
根
瓦
・
門
・
塀･

墓
な
ど
の

補
修
経
費

・�

被
災
し
た
こ
と
に
よ
り
家
電
製

品
を
購
入
す
る
場
合
、
被
災
前

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免

国
保
年
金
課

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
住

宅
、
家
財
な
ど
に
著
し
い
損
害
を

受
け
た
と
き
、
保
険
税（
料
）を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
民
健
康
保
険
税
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
減
免
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
税（
料
）の
減
免
を
う
け
る

場
合
は
、
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
減
免
は
、
申
請
を
す
れ
ば
必
ず

受
け
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
減
免
の
対
象
と
な
る
の
は
、

申
請
日
以
降
に
到
来
す
る
納
期
限

の
も
の
で
す
。

■
問
合
先
／
国
保
年
金
課
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）●

　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

介
護
保
険
料
な
ど
の
減
免

介
護
長
寿
課

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
お
住

ま
い
の
住
宅
・
家
財
な
ど
が
著
し

い
損
害
を
受
け
た
場
合
に
、
そ
の

被
害
状
況
に
応
じ
た
割
合
で
介
護

保
険
料
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
自
己

負
担
額
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

に
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
家
電

製
品
お
よ
び
破
損
し
た
家
電
製

品
と
同
等
以
上
の
家
電
製
品
の

購
入
経
費

・�

自
動
車
お
よ
び
オ
ー
ト
バ
イ
の

購
入
経
費

■
問
合
先
／
桜
川
市
社
会
福
祉
協

議
会 

岩
瀬
本
所
（
☎
０
２
９
６

-

76-

１
３
５
７
）・
真
壁
支
所

（
☎
０
２
９
６-

54-

２
３
６
１
）

市
税
の
徴
収
猶
予

収
税
課

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
状

況
が
特
に
甚
大
で
あ
る
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
今
年
度
の
市
税
（
市

県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動

車
税
）
が
通
常
の
納
期
限
あ
る
い

は
納
付
額
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
は
、
納
税
者
ま
た
は
特

別
徴
収
義
務
者
に
対
し
て
徴
収
を

猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
徴
収
猶
予
の
申
請
を
す
る
場
合

は
、
納
税
者
ま
た
は
特
別
徴
収
義

務
者
が
『
災
害
を
受
け
た
場
合
に

お
い
て
、
市
税
を
一
時
に
納
付
ま

た
は
納
入
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
』
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り

ま
す
。

　
そ
の
範
囲
は
、
平
成
23
年
度
課

介
護
保
険
料
の
減
免

　
世
帯
に
お
け
る
前
年
中
の
合
計

所
得
金
額
が
２
０
０
万
円
以
下

で
、
居
住
す
る
家
屋
な
ど
が
著
し

い
損
害
を
受
け
た
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
減
免
の
決
定
時
期
に
つ
き
ま
し

て
は
、
保
険
料
年
額
を
算
定
す
る

７
月
以
降
に
な
り
ま
す
が
、
り
災

状
況
を
審
査
し
、
決
定
さ
れ
た
方

に
つ
き
ま
し
て
は
決
定
の
通
知
を

送
付
す
る
と
と
も
に
、
減
免
額
に

つ
き
ま
し
て
は
、
８
月
以
降
の
納

期
の
額
で
調
整
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
普
通
徴
収
（
納
付
書
納

付
）
の
方
は
、
４
月
・
６
月
の
納

付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

ま
ま
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

自
己
負
担
減
免

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
方
で
、
居
住
す
る
家
屋
な
ど
が

著
し
い
損
害
を
受
け
た
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
減
免
の
決
定
時
期
に
つ
き
ま
し

て
は
、
申
請
後
、
り
災
状
況
を
審

査
後
に
決
定
い
た
し
ま
す
。
決
定

さ
れ
た
方
に
は
減
免
割
合
と
期
間

を
記
載
し
た
認
定
書
を
発
行
い
た

し
ま
す
。

■
申
請
方
法

　
減
免
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添

税
分
と
し
、
承
認
を
受
け
た
金
額

を
限
度
と
し
て
１
年
以
内
の
期
限

に
限
り
ま
す
。

　
な
お
、
徴
収
猶
予
を
受
け
る
際

に
は
担
保
を
徴
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
請
先
／
収
税
課（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）●

　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

市
税
の
申
告
・
納
付
な
ど
の

期
限
の
延
長

税
務
課

　
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
３

月
11
日
（
金
）
以
後
に
、
申
告
や

納
付
な
ど
の
期
限
が
到
来
す
る
も

の
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
期
限

が
自
動
的
に
延
長
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
固
定
資
産
税（
第
１
期
）・
軽
自

動
車
税
の
納
期
は
、「
平
成
23
年

６
月
７
日（
予
定
）」と
な
り
ま
す
。

　
固
定
資
産
税（
第
２
〜
４
期
）

や
そ
の
他
の
市
税
に
つ
い
て
は
、

納
期
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
先
／
税
務
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

固
定
資
産
税
の
減
免

税
務
課

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
課
税
対

付
し
、介
護
長
寿
課
（
岩
瀬
庁
舎
）

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
り
災
証
明
書
（
写
し
で
も
可
）

・�

り
災
状
況
の
写
真
（
写
し
で
も

可
）

■
問
合
先
／
介
護
長
寿
課
（
☎
58

-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代

表
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

医
療
機
関
・
介
護
事
業
所
の

窓
口
負
担
に
つ
い
て

国
保
年
金
課
・
介
護
長
寿
課

被
保
険
者
証
な
し
で

利
用
で
き
ま
す

・�

被
災
地
の
住
民
で
あ
っ
た
方

は
、
氏
名
・
生
年
月
日
な
ど
を

申
し
出
る
だ
け
で
医
療
機
関
の

受
診
や
、
介
護
事
業
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
が
可
能
で
す
。

・�

公
費
負
担
医
療
（
※
）
も
、
手
帳

な
ど
の
提
示
な
し
に
受
診
で
き

ま
す
。

　�（
※
）
障
害
者
の
自
立
支
援
医

療
、
生
活
保
護
の
医
療
扶
助
、

難
病
患
者
の
特
定
疾
患
治
療
研

究
事
業
な
ど

窓
口
負
担
の
支
払
い
は

猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
ま
す

　
次
の
方
は
、
一
部
負
担
金
な
ど

の
窓
口
負
担
を
医
療
機
関
や
介
護

事
業
所
で
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

象
の
固
定
資
産
が
被
害
を
受
け
た

場
合
に
、
そ
の
被
害
状
況
に
応
じ

た
割
合
で
固
定
資
産
税
を
減
免
い

た
し
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
は
、
減
免
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、
税
務

課
（
大
和
庁
舎
）
ま
た
は
総
合
窓

口
課
（
岩
瀬
・
真
壁
庁
舎
）
ま
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
減
免
の
対
象

　
減
免
の
対
象
と
な
る
資
産
は
、

課
税
さ
れ
て
い
る
固
定
資
産
の
う

ち
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該

当
す
る
も
の
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
塀
・
門
扉
な
ど
で
課

税
対
象
外
の
構
築
物
に
つ
い
て

は
、
減
免
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・�

評
価
額
の
20
％
以
上
の
被
害
を

受
け
た
家
屋

・�

面
積
の
20
％
以
上
の
被
害
を
受

け
た
土
地

・�

課
税
償
却
資
産
全
体
の
価
格
の

20
％
以
上
の
被
害
を
受
け
た
も

の
■
注
意
事
項

　
家
屋
の
被
害
の
査
定
に
つ
い
て

は
、
実
際
の
修
理
費
な
ど
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
震
災
の
被
害
の
中
で
多

く
を
占
め
て
い
る
次
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
で
は
、
一
般
的
に
損
害
割

合
が
20
％
に
満
た
ず
、
減
免
の
対

福
　
祉

税
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国
保
・
医
療
・
介
護
な
ん
で

も
電
話
相
談
室
（
無
料
）

茨
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

■
相
談
内
容
／
医
療
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
で
困
っ
て
い
る
こ

と
、
費
用
や
保
険
料
負
担
で
困
っ

て
い
る
こ
と
、負
担
軽
減
策
な
ど
。

■
日
時
／
５
月
14
日
（
土
）
９
時

30
分
～
12
時
30
分

■
受
付
電
話
番
号
／
０
２
９-

２
２
８-

０
６
０
０
、
０
２
９-

２
２
８-

０
６
０
２

■
回
答
者
／
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
医
療
・
福
祉

団
体
の
ス
タ
ッ
フ

■
問
合
先
／
茨
城
県
社
会
保
障
推

進
協
議
会
（
☎
０
２
９-

８
２
３

-

７
９
３
０
）

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で
あ

と
４
か
月
を
切
り
ま
し
た

総
務
省

テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
７
月
24
日

（
日
）
正
午
か
ら
、
ブ
ル
ー
バ
ッ

ク
の
「
お
知
ら
せ
画
面
」
に
移
行

し
、
24
時
ま
で
に
は
す
べ
て
の
放

送
が
終
了
（
完
全
停
波
）
い
た
し

ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
間
に
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
た
め

の
準
備
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
テ
レ
ビ

を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
地
デ
ジ
の
準
備
に
当

た
り
、「
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
分

か
ら
な
い
」
と
い
う
方
や
「
テ
レ

ビ
を
買
っ
た
の
に
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
受
信
で
き
な
い
」
と
い
う
方
に

は
、
デ
ジ
サ
ポ
が
お
手
伝
い
し
ま

す
。
ま
ず
は
、
デ
ジ
サ
ポ
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
デ
ジ
サ
ポ
茨
城
（
総

務
省 

テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
）（
☎
０
２
９-

３
０
７-

０
１
０
１
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

の
本
格
実
施

関
東
農
政
局
茨
城
農
政
事
務
所

　
戸
別
所
得
補
償
制
度
は
、
食
料

自
給
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
農
業
と
地
域
を
再
生
さ
せ
、

農
山
漁
村
に
暮
ら
す
人
々
が
将
来

に
向
け
て
明
る
い
展
望
を
持
っ
て

生
き
て
い
け
る
環
境
を
作
り
上
げ

て
い
く
た
め
の
施
策
で
す
。
同
時

に
、
環
境
の
保
全
や
美
し
い
景
観

な
ど
の
農
業
・
農
村
の
多
面
的
機

能
を
維
持
し
、
我
が
国
の
資
産
と

し
て
維
持
し
て
い
く
た
め
の
も
の

で
す
。

　
昨
年
開
始
さ
れ
た
、
水
田
を
対

象
と
す
る
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル

対
策
に
続
い
て
、
４
月
か
ら
畑
作

物
に
も
対
象
を
拡
大
し
て
本
格
実

施
し
ま
す
。

■
対
象
作
物

・�

米
、
麦
、
大
豆
、
そ
ば
、
な
た
ね

・�

水
田
に
つ
い
て
は
、
水
田
活
用

の
所
得
補
償
交
付
金
と
し
て
飼

料
作
物
、
米
粉
用
、
飼
料
用
米
、

Ｗ
Ｃ
Ｓ
稲
、
加
工
用
米
、
地
域

特
産
物
も
対
象

■
交
付
対
象
者
／
対
象
作
物
の
生

産
数
量
目
標
に
従
っ
て
販
売
目
的

で
生
産
（
耕
作
）
す
る
販
売
農
家
・

集
落
営
農

■
交
付
内
容

畑
作
物
の
所
得
補
償
交
付
金

・
数
量
払（
平
均
交
付
単
価
・
左
表
）

・�

面
積
払
（
営
農
継
続
支
払
） 

交

付
単
価 

２
０,
０
０
０
円
／
10

ａ
（
畑
作
物
共
通
）

・�

品
質
加
算 

麦
、
大
豆
、
そ
ば
、

な
た
ね
に
つ
い
て
は
、
数
量
払

の
交
付
単
価
に
お
い
て
、
品
質

に
応
じ
て
単
価
の
増
減
を
行
い

ま
す
。

水
田
活
用
の
所
得
補
償
交
付
金

・
戦
略
作
物
助
成
（
左
表
）

・�

二
毛
作
助
成 

１
５,
０
０
０
円

／
10
ａ

妊
婦
一
般
健
康
診
査
項
目
の

一
部
変
更

健
康
推
進
課

　
平
成
23
年
４
月
１
日
よ
り
、
妊

婦
一
般
健
康
診
査
の
検
査
項
目
が

一
部
追
加
に
な
り
ま
す
。
市
内
に

住
所
が
あ
る
妊
婦
の
方
が
対
象
で

す
。

■
対
象
者
と
追
加
検
査
項
目
の
内
容

①
第
１
回
受
診
票
に
【
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ

―
１
抗
体
検
査
】
が
追
加
さ
れ
ま

す
。
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に

妊
娠
届
出
を
さ
れ
る
方
か
ら
対
象

に
な
り
ま
す
。

②
第
８
回
受
診
票
に
【
ク
ラ
ミ
ジ

ア
核
酸
同
定
検
査
】
が
追
加
さ
れ

ま
す
。
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降

第
８
回
目
（
妊
娠
30
週
）
を
使
用

す
る
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
公
費
負
担
に
は
上
限
額
が
あ

り
、
上
限
額
を
超
え
た
額
は
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。
全
額
無
料
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
す
で
に
交
付
さ
れ
て
い
る
受
診

票
は
継
続
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

新
た
に
交
換
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

■
問
合
先
／
健
康
推
進
課
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
２
３
５
３
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

・�

耕
畜
連
携
助
成 

１
３,
０
０
０

円
／
10
ａ

・�

産
地
資
金 

地
域
の
実
情
に
即

し
て
、
水
田
に
お
け
る
麦
・
大

豆
な
ど
の
戦
略
作
物
の
生
産
性

向
上
、
地
域
振
興
作
物
や
備
蓄

米
の
生
産
の
取
組
な
ど
を
支
援

し
ま
す
。

米
の
所
得
補
償
交
付
金
／
１
５,

０
０
０
円
／
10
ａ

米
価
変
動
補
て
ん
交
付
金
／
「
当

年
産
の
販
売
価
格
」
が
「
標
準
的

な
販
売
価
格
」
を
下
回
っ
た
場
合

に
、そ
の
差
額
を
補
て
ん
し
ま
す
。

各
種
加
算
措
置

・�

規
模
拡
大
加
算 

２
０,
０
０
０

円
／
10
ａ

・�

再
生
利
用
加
算 

平
地
２
０,

０
０
０
円
／
10
ａ
、
条
件
不
利

地 

３
０,
０
０
０
円
／
10
ａ

・�

集
落
営
農
の
法
人
化
支
援 

定

額
４
０
０,
０
０
０
円

・�

緑
肥
輪
作
加
算 

１
０,
０
０
０

円
／
10
ａ

■
申
請
受
付
期
間
／
４
月
～
６
月

■
問
合
先
／
関
東
農
政
局
茨
城
農

政
事
務
所 

農
政
推
進
課
（
☎

０
２
９-

２
２
１-

２
１
８
８
）

土
曜
日 

子
ど
も
俳
句
教
室 

参
加
者
募
集

健
康
・
福
祉

お
知
ら
せ

単　価

  6,360 円／ 60kg

  5,330 円／ 50kg

  5,510 円／ 50kg

  7,620 円／ 60kg

11,310 円／ 60kg

  6,410 円／ t

11,410 円／ t

15,200 円／ 45kg

  8,470 円／ 60kg

品　種

小　　麦

二条大麦

六条大麦

はだか麦

大　　豆

て  ん  菜

でん粉原料用
ばれいしょ

そ　　ば

な  た  ね

交付単価

35,000 円 /10a

80,000 円 /10a

20,000 円 /10a

対象作物

麦
大豆
飼料作物

米粉用米
飼料用米
WCS 用米

そば
なたね
加工用米

　市民の皆様の声を行政に

反映するために、市長と語

り合ってみませんか。

　話題はなんでも結構です。

■日時／ 4 月 25 日（月）

　9 時～ 12 時・13 時～ 16 時

■�場所／市役所 岩瀬庁舎 　

第１庁舎  ２階会議室

■�問合先／秘書広報課（☎

58‐5111・75‐3111

代表）

※�次回／ 5 月 23 日（月）

　真壁地区 公民館樺穂分館

市長と語ろう！

「市民の日」

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

平
沢
林
道
の
通
行
止
め

商
工
観
光
課

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
道
路
の

一
部
損
壊
、
お
よ
び
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

見
学
車
両
の
交
通
渋
滞
に
よ
る
事

故
・
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
防
止
の
た

め
、
平
沢
林
道
（
桜
川
市
平
沢
地

内
）
は
４
月
２
日
（
土
）
〜
４
月

24
日
（
日
）
ま
で
通
行
止
め
と
い

た
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
（
☎
58

-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
３
１
５
１
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

上
野
沼
や
す
ら
ぎ
の
里
キ
ャ

ン
プ
場
お
よ
び
筑
波
高
原

キ
ャ
ン
プ
場
の
臨
時
休
業

商
工
観
光
課

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
上
野

沼
や
す
ら
ぎ
の
里
キ
ャ
ン
プ
場
お

よ
び
筑
波
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
の
設

備
な
ど
に
影
響
が
出
た
た
め
、
当

分
の
間
、
休
業
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
（
☎
58

-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
３
１
５
１
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

体
育
施
設
の
利
用

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
岩
瀬

総
合
体
育
館
・
大
和
体
育
館
・
真

壁
体
育
館
と
も
損
傷
を
受
け
現
在

休
館
中
で
す
。

　
修
理
が
済
み
次
第
の
開
放
と
な

り
ま
す
が
、
節
電
に
配
慮
し
、
計

画
停
電
中
は
夜
間
の
使
用
は
禁
止

と
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
各
運
動

場
・
小
中
学
校
の
体
育
施
設
の
開

放
に
つ
い
て
も
同
様
と
い
た
し
ま

す
。

　
な
お
、再
開
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
な
ど

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ま
た

平
成
22
年
度
使
用
許
可
団
体
に
は

代
表
者
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
）

文
化
生
涯
学
習
課

　
五
・
七
・
五
の
リ
ズ
ム
と
日
本
の

四
季
か
ら
育
ま
れ
た
豊
か
な
季
語

を
覚
え
、
日
本
語
の
美
し
い
こ
と

ば
遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。（
親
子

で
参
加
も
可
）

■
開
講
期
間
／
５
月
～
平
成
24
年

２
月
（
月
１
回
土
曜
日
、
８
月
は

休
み
、
全
９
回
）

第
１
回
目
は
５
月
28
日
（
土
）

■
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所
／
紫
尾
子
育
て
ク
ラ
ブ
室

（
桜
川
市
真
壁
町
椎
尾
１
６
８
７ 

紫
尾
小
学
校
内
）

■
講
師
／
飯い

い

山や
ま 

昭
あ
き
ら

先
生
（
茨
城

県
俳
句
作
家
協
会
副
会
長
、
真
壁

茂し
げ

山や
ま

俳
句
会
会
長
）

■
募
集
人
数
／
小
学
生
（
１
年
生

～
６
年
生
） 

10
人

■
参
加
費
／
無
料
（
た
だ
し
、
お

や
つ
代
を
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

■
申
込
期
限
／
５
月
７
日
（
土
）

（
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
紫
尾
子
育

て

ク

ラ

ブ 

吉よ
し

原わ
ら

ま

で
（

☎

０
２
９
６-

54-

２
５
６
６
、
15

時
〜
18
時
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

５
月
の
市
民
健
康
講
座

健
康
推
進
課

節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

茨
城
県
環
境
政
策
課

　
県
と
し
て
も
一
層
の
節
電
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
が
、

県
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
積
極
的
な
節
電
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
茨
城
県
生
活
環
境

部
環
境
政
策
課
（
☎
０
２
９-

３
０
１-

２
９
３
９
）

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・�
屋
根
瓦
の
一
部
が
落
ち
、
外
壁

に
数
か
所
の
ひ
び
が
入
り
、
内

装
の
一
部
が
損
傷
し
た
場
合

・�

屋
根
瓦
が
す
べ
て
落
ち
た
が
、

ほ
か
に
大
き
な
損
傷
が
な
い
場

合
■
申
請
期
限
の
延
長
／
固
定
資
産

税
納
税
通
知
書
に
同
封
し
た
減
免

の
お
知
ら
せ
に
お
い
て
、
減
免
の

申
請
期
限
は
「
平
成
23
年
5
月
２

日
」と
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

第
１
期
納
期
限
の
延
長
と
合
わ
せ

て
、
減
免
の
申
請
期
限
を
「
平
成

23
年
５
月
31
日
」
に
変
更
い
た
し

ま
す
。

■
問
合
先
／
税
務
課 

資
産
税

係
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

県
道
深
沢
岩
瀬
線
が
全
面
通

行
止
め

建
設
課

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
３
月

末
日
現
在
、県
道
深
沢
岩
瀬
線（
桜

川
市
門
毛
地
内
）
が
全
面
通
行
止

め
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
復
旧
は
、
５
月
末
頃
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

■
問
合
先
／
建
設
課
（
☎
58-

道
路
・
施
設

募
　
集
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た
ば
こ
に
ハ
イ
（
灰
）
さ
よ
う

な
ら
！
あ
な
た
も
で
き
る
禁
煙

講
座
（
無
料
）

■
日
時
／
５
月
15
日
（
日
）

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

２
階 

集
会
室

■
講
師
／
内
科
宮
本
医
院 

宮み
や

本も
と 

昭あ
き

彦ひ
こ 

先
生

■
申
込
期
限
／
５
月
13
日
（
金
）

（
お
電
話
ま
た
は
健
康
推
進
課
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
健
康
推
進

課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

「
第
６
回 

桜
川
市
民
ゴ
ル
フ

大
会
」
の
延
期

桜
川
市
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
連
盟

　
広
報
さ
く
ら
が
わ
４
月
１
日
号

で
募
集
い
た
し
ま
し
た
「
第
６
回 

桜
川
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
５
月

24
日
（
火
）
に
開
催
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
震
災
の
た
め
延
期

と
い
た
し
ま
す
。

　
期
日
が
決
ま
り
次
第
、
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
ア
マ
チ
ュ
ア

ゴ
ル
フ
連
盟
（
☎
０
２
９
６

-

75-

４
１
２
３
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

　
桜
川
市
は
、
平
成
19
年
３
月
に

桜
川
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

し
て
市
民
の
皆
様
に
参
画
し
て
い

た
だ
き
策
定
さ
れ
ま
し
た
『
桜
川

市
第
１
次
総
合
計
画
』に
基
づ
き
、

〝
歴
史
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
田
園

文
化
都
市
〟
～
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち

桜
川
～
の
実
現
の
た
め
、
計
画
的

な
行
政
運
営
を
推
進
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
『
桜
川
市
第
１
次
総
合
計

画
』
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
19

年
度
か
ら
平
成
28
年
度
の
10
か
年

の
基
本
構
想
と
前
後
期
５
か
年

（
前
期 

平
成
19
年
度
～
23
年
度
、

後
期 

24
年
度
～
28
年
度
）
の
基

本
計
画
で
構
成
し
て
お
り
、
現
在

後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
掛

か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
（
３
月
実

施
済
）
す
る
と
と
も
に
、
実
際
の

策
定
作
業
に
お
い
て
策
定
ワ
ー
キ

ン
グ
会
議
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

こ
の
策
定
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
の
委

員
と
し
て
、
職
員
と
共
に
現
状
や

課
題
の
整
理
を
行
い
、
今
後
の
施

策
の
方
針
な
ど
の
検
討
を
行
っ
て

く
だ
さ
る
方
を
募
集
い
た
し
ま

す
。

■
募
集
人
数
／
５
人
程
度

■
応
募
要
件
／
申
込
時
に
お
い

て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
全
て
に
該

当
す
る
方

・�

申
込
時
の
年
齢
が
満
20
歳
以
上

の
方

・�

本
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住

所
を
有
し
て
い
る
方

・�

本
市
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
と

な
っ
て
い
な
い
方

・�

本
市
の
職
員
ま
た
は
市
議
会
議

員
で
な
い
方

■
任
期
（
活
動
期
間
）
／
５
月
中

旬
～
12
月
を
予
定 

※
期
間
中
の

土
・
日
曜
の
各
２
時
間
程
度
、
２

～
３
回
の
会
議
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

■
応
募
方
法
／
参
加
希
望
の
方

は
、
応
募
用
紙
を
交
付
い
た
し
ま

す
の
で
、
問
合
先
の
企
画
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
桜
川

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
応
募
用
紙

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
申
込
は
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
市

役
所
に
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
／
４
月
28
日
（
木
）

（
郵
送
の
場
合
消
印
有
効
）

■
選
考
方
法
／
応
募
い
た
だ
い
た

書
類
を
も
と
に
書
類
審
査
を
行
い

ま
す
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。
結
果
は
本
人
に

通
知
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
企
画
課
企
画
調
整

係
（
〒
３
０
９-

１
２
９
３ 

桜

川
市
羽
田
１
０
２
３ 

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
１
２
７
１ 

�
０
２
９
６

-

58-

５

０

８

２ 

［E
-m

a
il

］

k
ik

a
k
u
_
s@

city
.sa

k
u
ra

g
a
w

a
.

lg
.jp

）

●
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
お
礼

　
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定

の
た
め
の
『
ま
ち
づ
く
り
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
』（
無
作
為
抽
出
し
た

５,
０
０
０
人
対
象
）、『
子
育
て

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
』（
４
、５
歳

児
の
保
護
者
の
一
部
対
象
）、『
親

子
で
答
え
る
ま
ち
づ
く
り
ア
ン

ケ
ー
ト
』（
小
学
４
年
生
、
中
学

２
年
生
対
象
）
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
後
の
後
期
基
本
計
画
策

定
作
業
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

し
て
ま
い
り
ま
す
。

企
画
課

桜
川
市
第
１
次
総
合
計
画
（
後
期
基
本
計

画
）
策
定
の
市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

桜川市職員の給与・定員管理等について
桜川市職員の給与などの状況を、市民の皆様にご理解いただけるようお知らせいたします。

市職員の給与は地方自治法・地方公務員法に基づき、市の条例・規則により定めています。なお、詳細につい

ては市ホームページ（http://www.city.sakuragawa.lg.jp）に掲載しておりますので、ご覧ください。

■問合先／職員課（☎ 58-5111、内線 1211）

区　分 住民基本台帳人口 歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ 人件費率Ｂ /Ａ 20 年度の人件費率

21 年度
（21年度末）人

47,625
千円　

17,987,749
千円　

340,068
千円　

3,488,158
％　

19.4
（参考）　　　％　

22.5

人件費の状況（普通会計決算）

区　分
職員数

Ａ

給　与　費 一人当たり
給与費Ｂ /Ａ給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計Ｂ

21 年度
人　

405
千円　

1,618,318
千円　

145,278
千円　

621,807
千円　

2,385,403
千円　

5,890

職員給与費の状況（普通会計決算）

注）１　職員手当には退職手当は含みません。
　　２　職員数は、平成21年４月１日現在の人数です。

区　分 平均年齢 平均給料月額 区　分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職 46.3 歳 335,948 円 技能労務職 50.8 歳 269,841 円

職員の平均年齢、平均給料月額の状況（平成22年 4月1日現在）

区　分 桜川市 国

一般行政職

大学卒 172,200 円 市
と
同
じ高校卒 140,100 円

職員の初任給の状況（平成22年 4月1日現在）

平成 22年 4月 1日 平成 21年 4月 1日

指数 95.0 96.4

ラスパイレス指数の状況

注）�ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場
合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

区分 月額
期末手当（平成 21年度）

支給割合 役職加算

給
　
料

市　長 834,000 円

3.1 月分 20％

副市長 644,000 円

報
　
酬

議　長 334,000 円

副議長 306,000 円

議　員 293,000 円

特別職の報酬等の状況（平成22年 4月1日現在）

平均支給額（1人当たり）
支給割合

加算措置の状況
期末手当 勤勉手当

桜川市
千円　

1,535
2.75 月分 1.40 月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置
　

・役職加算　　5〜 20％

国 千円　
ー 市と同じ 市と同じ

職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　　5〜 20％
・管理職加算 10〜 25％

職員の期末手当・勤勉手当の状況（平成21年度）

講
座
生
募
集

筑
西
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

基
礎
か
ら
学
ぶ
『
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
』

■
実
施
日
／
５
月
７
日
（
土
）
～

10
月
15
日
（
土
）【
毎
週
第
１
・

第
３
土
曜
日
、
全
12
回
】
10
時
～

12
時

■
定
員
／
15
人

■
受
講
料
／
１
０,
０
０
０
円
（
材

料
費
別
）

エ
ク
セ
ル
『
関
数
』
講
座

■
実
施
日
／
５
月
７
日
（
土
）
～

28
日
（
土
）【
毎
週
土
曜
日
、
全

４
回
】
13
時
～
17
時

■
定
員
／
20
人

■
受
講
料
／
１
０,
０
０
０
円
（
教

材
費
別
）

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

■
実
施
日
／
５
月
10
日
（
火
）
～

８
月
12
日
（
金
）【
毎
週
火
曜
・

金
曜
日
、
全
28
回
】
18
時
30
分
～

21
時
30
分

■
定
員
／
20
人

■
受
講
料
／
３
０,
０
０
０
円
（
教

材
費
別
）

■
申
込
期
間
／
４
月
18
日
（
月
）

～
28
日
（
木
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
筑
西
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
桜
川
市
下

泉
６
２
５-

１ 

☎
０
２
９
６

-

75-

１
２
５
４
）
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環境にやさしい大豆インキを使用しています。

古紙配合率100％再生紙を使用しています

この広報紙は､環境保護のために古紙配合率100％の
再生紙と植物性大豆油インキを使用しています。

この広報紙は ､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物性
大豆油インキを使用しています

発
行
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【火災・消火】

【救急・救助】

11 件

175 件

（　30 件 ）

（477 件 ）

桜川消防署

３月発生件数

（　　）内は１月１日からの累計

消防出動件数

【件　数】

【死　亡】

【負傷者】

桜川警察署

３月発生件数

（　　）内は１月１日からの累計

8 件

0 件

10 件

（25 件 ）

（ 0 件 ）

（33 件 ）

交通事故件数

【 男 】

【 女 】

【 計 】

【世帯】

人

人

人

世帯

（− 62）

（− 86）

（− 148）

（− 6）

（　　）は対前月増減

人口と世帯
４月 1 日現在

23,277

23,784

47,061

14,903

岩瀬中央公民館 大和中央公民館 真壁中央公民館

おはなしの小箱 おはなしの広場 おはなしぶんこ

朗読の会：虹 ひばりの会 読み聞かせの会：たんぽぽ

４月 23 日（土）

 14 時〜 15 時

４月 23 日（土）

 14 時〜 15 時 30 分

４月 23 日（土）

 11 時〜 11 時 30 分

紙芝居：�かめのえんそく
　　　　へっこきよめ
絵　本：くまさんのケーキ
　　　　�ぼくがあかちゃんだった

とき
ちゃぐりんタイム：
　　　　つくってあそぼう

紙芝居：�ひもかとおもったら
　　　　うらしまたろう
絵　本：�けんか山
その他：�みんなであ・そ・ぼ！

紙芝居：�ある島のきつね
絵　本：�おしくら・まんじゅう
　　　　いま、なんさい？
　　　　おまるでうんち
その他：�手遊び

場所／岩瀬中央児童館 場所／１階　和室 場所／真壁庁舎１階　会議室

問合先／岩瀬中央公民館

☎ 0296 − 75 − 0344

問合先／大和中央公民館

☎ 0296 − 58 − 7117

問合先／文化生涯学習課公民館係

☎ 0296 − 55 − 1111

※幼児については保護者同伴、お子様の送迎は必ずご家族の方にお願いいたします。

公
民
館
か
ら

　「
読
み
聞
か
せ
」の
お
知
ら
せ

■
内
容
／
紙
し
ば
い
・
絵
本
を
中
心
に
し
た
読
み
聞
か
せ
で
す
。

　
月
の
市
営
水
道

  

漏
水
修
理
当
番
表

５
■
問
合
先
／
水
道
課
（
☎
58-

５
１
１
１･

75-

３
１
１
１
、
内
線
３
２
６
２
）

※
給
水
装
置
の
新
設
・
増
設
・
改
造
の
工
事
は
、
市
指
定
工
事
業
者
に
お

願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

月・日・曜 岩 瀬 地 区 工 事 店 真 壁 地 区 工 事 店 大 和 地 区 工 事 店

５月１日（日）
㈲ 大橋工業

☎ 0296-75-0670
つかはら設備工業

☎ 0296-55-4907
㈲ 猪野設備

☎ 0296-58-5461

３日（火）
㈲ 奥村工業

☎ 0296-75-2449

㈲ マカベ設備
☎ 0296-55-1026

成田井戸工業
☎ 0296-58-5102

４日（水）
㈲ 雨谷工業

☎ 0296-75-5501

５日（木）
㈱ マルニ工業

☎ 0296-75-1848

７日（土）
深谷ポンプ工業

☎ 0296-75-5441

８日（日）
㈲ 藤田管工

☎ 0296-75-0324

14 日（土）
㈲ 雨谷工業

☎ 0296-75-5501 明真設備
☎ 0296-23-8038

㈲ 深谷設備
☎ 0296-58-5697

15 日（日）
㈱ マルニ工業

☎ 0296-75-1848

21 日（土）
㈲ 大橋工業

☎ 0296-75-0670 ㈲ 稲見工業
☎ 0296-54-1004

㈲ 古橋商店
☎ 0296-58-5222

22 日（日）
㈱ 岩瀬双葉

☎ 0296-76-1561

28 日（土）
㈲ 藤田管工

☎ 0296-75-0324 稲見設備工業
☎ 0296-55-2199

鈴木屋
☎ 0296-58-5020

29 日（日）
㈱ 信山電機

☎ 0296-75-3427
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